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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種の経済政策・金融政策により、企業収益及び所得・雇用

環境において緩やかに改善しつつある一方で、低調な個人消費、株価・為替の不安定な値動き、欧州におけるEU離

脱問題、混沌とした中東情勢、アジア諸国の経済減速感等から先行き不透明な状況で推移いたしました。

 当建設関連業界におきましては、公共投資は緩やかな減少傾向にありながらも震災地域の復興支援事業の継続、

東京五輪関連工事の本格化等継続して需要の高まりはあるものの、労働力不足や資材関連の建設コストの高騰が続

いており、厳しい事業環境のまま推移いたしました。

 このような状況の中、当企業集団は、社会資本整備の一翼を担う企業集団として、継続して東日本大震災の復興

支援を行っていくとともに、新たな災害の発生に対する復旧事業への取組みに力をいれつつ、案件の「質」に重点

を置き、採算性を重視した方針のもと営業活動を展開してまいりました。

 その結果、受注高は、前年同期比1.8％増の3,687百万円となりました。売上高は、時期的な影響もあり受注高が

売上高に寄与するには至らず、前年同期比7.9％減の2,272百万円となりました。

 利益面につきましては、一部の事業分野で採算性のよい受注案件に絞り込んだ営業活動が奏功してきており、当

第１四半期連結累計期間の営業損益は、59百万円の利益（前年同期は１百万円の営業損失）となりました。経常損

益は、66百万円の利益（前年同期比622.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純損益は、51百万円の利益（前年

同期比1373.5％増）となりました。

 当企業集団の前期繰越受注高、受注高、売上高、次期繰越高は次のとおりであります。

 

期間（年度）別
前期繰越受注高

（千円）
受注高
（千円）

売上高
（千円）

次期繰越高
（千円）

前第１四半期連結累計期間 4,304,977 3,621,035 2,466,950 5,459,062

当第１四半期連結累計期間 6,634,683 3,687,108 2,272,667 8,049,124

 

 当第１四半期連結累計期間のセグメント別の業績は以下のとおりであります。

 

（土木関連事業）

 受注高は540百万円（前年同期比51.8％減）、売上高は624百万円（前年同期比6.7％増）、セグメント損益は40

百万円の利益（前年同期は２百万円の損失）となりました。

（建築関連事業）

 受注高は1,686百万円（前年同期比4.3％減）、売上高は942百万円（前年同期比16.8％減）、セグメント損益は

68百万円の利益（前年同期比5.9％減）となりました。

（型枠貸与関連事業）

 受注高は1,441百万円（前年同期比107.0％増）、売上高は674百万円（前年同期比1.8％減）、セグメント損益は

29百万円の利益（前年同期比28.7％増）となりました。

（その他）

 受注高は18百万円（前年同期比54.9％減）、売上高は30百万円（前年同期比49.5％減）、セグメント損益は０百

万円の利益（前年同期は10百万円の損失）となりました。

 

- 2 -

技研興業㈱（9764）平成29年3月期　第1四半期決算短信



 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末（平成28年６月30日）における総資産は、前連結会計年度末（平成28年３月31日）

に比べ、904百万円減少し10,296百万円となりました。減少した主な要因は、前連結会計年度末に計上された営業

債権の回収により生じた資金の利用による減少等であります。

 一方、負債合計は、前連結会計年度末に比べ922百万円減少し3,777百万円となりました。減少した主な要因は、

工事未払金等仕入債務の支払いによる減少のほか、短期借入金の返済及び未払税金の納付による減少であります。

 純資産は、剰余金の配当による減少が16百万円、その他有価証券評価差額金の減少が19百万円でありましたが、

当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益が51百万円であったこと等から、前連結会計年度

末に比べ18百万円増加し、6,519百万円となりました。

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ5.3ポイント上昇し63.3％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の第２四半期累計期間業績予想につきましては、平成28年５月13日公表予想値を変更しておりま

す。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。なお、平成29年３

月期の通期業績予想につきましては、現時点では平成28年５月13日公表予想値を据え置くこととし、変動要素を慎

重に見極めつつ精査を重ね、業績予想に修正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ0千円

増加しております。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

- 3 -

技研興業㈱（9764）平成29年3月期　第1四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,368,858 2,110,730 

受取手形・完成工事未収入金等 4,534,340 3,051,710 

有価証券 500,402 300,674 

たな卸資産 298,439 314,730 

その他 167,316 160,550 

貸倒引当金 △101,620 △94,247 

流動資産合計 6,767,737 5,844,148 

固定資産    

有形固定資産    

土地 2,028,711 2,028,711 

その他（純額） 1,625,324 1,687,848 

有形固定資産合計 3,654,036 3,716,560 

無形固定資産    

その他 17,381 16,592 

無形固定資産合計 17,381 16,592 

投資その他の資産    

投資有価証券 405,584 376,099 

その他 382,614 367,409 

貸倒引当金 △26,018 △23,996 

投資その他の資産合計 762,180 719,512 

固定資産合計 4,433,598 4,452,665 

資産合計 11,201,335 10,296,814 

負債の部    

流動負債    

工事未払金等 1,516,260 959,504 

短期借入金 1,045,700 646,800 

1年内返済予定の長期借入金 510,968 551,271 

未払法人税等 57,988 17,122 

未成工事受入金 85,413 55,708 

引当金 116,806 79,299 

その他 375,672 406,646 

流動負債合計 3,708,810 2,716,352 

固定負債    

社債 65,700 65,700 

長期借入金 621,310 632,607 

退職給付に係る負債 118,028 119,813 

その他 186,299 242,945 

固定負債合計 991,338 1,061,066 

負債合計 4,700,148 3,777,418 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,120,000 1,120,000 

資本剰余金 1,473,843 1,473,843 

利益剰余金 3,951,051 3,985,884 

自己株式 △67,516 △67,677 

株主資本合計 6,477,378 6,512,050 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 74,104 54,382 

退職給付に係る調整累計額 △50,296 △47,037 

その他の包括利益累計額合計 23,808 7,345 

純資産合計 6,501,186 6,519,395 

負債純資産合計 11,201,335 10,296,814 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 2,466,950 2,272,667 

売上原価 2,161,977 1,891,657 

売上総利益 304,972 381,010 

販売費及び一般管理費 306,012 321,782 

営業利益又は営業損失（△） △1,039 59,228 

営業外収益    

受取利息 1,485 1,332 

受取配当金 6,467 5,351 

物品売却益 1,392 － 

受取補償金 550 － 

貸倒引当金戻入額 8,738 8,750 

その他 1,652 1,084 

営業外収益合計 20,285 16,519 

営業外費用    

支払利息 7,551 6,997 

その他 2,469 2,137 

営業外費用合計 10,021 9,135 

経常利益 9,225 66,612 

特別損失    

固定資産除却損 9 2 

特別損失合計 9 2 

税金等調整前四半期純利益 9,215 66,610 

法人税、住民税及び事業税 6,217 7,524 

法人税等調整額 △468 8,004 

法人税等合計 5,748 15,528 

四半期純利益 3,466 51,081 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,466 51,081 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 3,466 51,081 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 26,177 △19,722 

退職給付に係る調整額 △2,233 3,259 

その他の包括利益合計 23,944 △16,463 

四半期包括利益 27,411 34,618 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 27,411 34,618 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
土木関連 
事業 

建築関連 
事業 

型枠貸与 
関連事業 

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

売上高            

外部顧客への 
売上高 

585,373 1,133,875 686,967 60,733 － 2,466,950 

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － － 

計 585,373 1,133,875 686,967 60,733 － 2,466,950 

セグメント利益 
又はセグメント 
損失（△） 

△2,410 72,355 23,282 △10,510 △83,756 △1,039 

（注）１．その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、ハウジング事業、不動産賃

貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△83,756千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

  費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
土木関連 
事業 

建築関連 
事業 

型枠貸与 
関連事業 

その他 
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

売上高            

外部顧客への 
売上高 

624,657 942,894 674,433 30,682 － 2,272,667 

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

－ － － － － － 

計 624,657 942,894 674,433 30,682 － 2,272,667 

セグメント利益 40,983 68,052 29,957 10 △79,776 59,228 

（注）１．その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、ハウジング事業、不動産賃

貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△79,776千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

  費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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